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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

マイクロプラスチック 年５万個摂取か 

プラスチックごみなどが壊れてできる５ミリ以下の微小なマイクロプラスチックが世界

各地の魚介類に含まれていたとの調査結果を、英ハル大学などのチームがまとめた。貝類

などの軟体動物のほか、エビなどの甲殻類や魚類が体内に取り込み、残留した微小プラの

量や地域差を調べた。微小プラを確認したとの報告は貝類が最も多く、濃度が最も高かっ

た中国のサルボウガイでは１グラム当たり 10.5 個見つかった。甲殻類では最大 8.6 個、

魚では同 2.9 個だった。調査によると、人間は食事を通じて一人当たり年間５万個を超

える微小プラを摂取しているおそれがあり、シーフードを好んで食べる日本の摂取量は

世界平均よりも多く最大 13 万個に及ぶと推定された。専門家は、未解明である人の健康

への影響を評価するべきだと指摘している。  

 （ニュースダイジェスト 2021 年 4 月 4 日より） 

 

① 海洋ゴミを減らす具体的な取り組みはどんなものがあるだろうか？ 
 

 

 

 

 

② わが国のプラスチックの廃棄とリサイクルの現状はどうなっているだろうか？ 

 

 

 

 

 

③ 水産物を適切に消費するにはどのような取り組みが考えられるだろうか？ 

 

 

 

 

※次ページの解説も参考にしよう！  
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       海の豊かさを守ろう 

  

SDGs14番は「海の豊かさを守ろう」です。この目標が示される理由は大きく二つありま

す。一つは、プラスチックなどの「海洋ゴミ」が海を汚していること、もう一つは、魚や貝類など

水産物の乱獲による海の生態系の破壊です。 

海洋ゴミの問題はとても深刻な状態です。WWFジャパン（〈公財〉世界自然保護基金ジャ

パン)によると、年間800万ｔもの海洋ゴミが発生しています。その多くはプラスチックであり、

ペットボトルやプラスチック容器、そして漁網やブイなどの漁具も含まれています。どれも私た

ちの生活に欠かせないものです。皆さんの中には、プラスチックストローが鼻に刺さったウミ

ガメや、大量のビニール袋を飲み込んだクジラなどの映像を見た人も多いかもしれません。

この海の生き物に対する「見える」悪影響もさることながら、「見えない」重要な問題がありま

す。それはマイクロプラスチックが海の生き物だけでなく、私たち人間にも被害を及ぼしてい

ることです。マイクロプラスチックとは、プラスチックが海流などで細かく砕かれ大きさが5㎜

以下になったものを言います。これをエビや貝類、小魚が食べ、それらを比較的大きな魚が

食べ、というように食物連鎖の中でやがて私たち人間の体内に入ることになるのです。前述

したＷＷＦのHPによると、人間は1週間に5グラムほどのマイクロプラスチック、つまり、クレジ

ットカード1枚分を食べているというショッキングな結果もあります。近い将来には、人間は海

産物を食べることができなくなるかもしれません。 

それでは、このような問題にどう対処すればよいでしょうか。まずは、私たちの生活におい

て、プラスチックの生産・使用を大幅に減らさなければなりません。また、海で分解できる素

材の開発や、リサイクルの徹底も重要になってくるでしょう。これらの取り組みは先進国のみ

ならず、これからプラスチックの使用量が増えると考えられる途上国も含めて、世界中で取り

組んでいく必要があります。 

もう一つの重要な問題である乱獲による生態系の破壊も深刻です。世界の水産物の漁

獲量は、この半世紀の間に飛躍的に増加しました（＊１）。20世紀半ばから現在までに約3倍

に増加し、その量は1億トンに迫っており、多くの海洋生物が枯渇の危機に瀕しています。こ

のような状態を改善し、持続可能な水産業を推進するためには、漁獲量を適切に管理するこ

とはもちろんのこと、加工や消費などのプロセスにおける水産物の食品ロスをなくし、適切な

量を消費するように私たちの考え方や行動も変えなければならないのです。 

＊1…持続可能な漁業の推進  https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/3554.html 
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※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール 14 について

解説いただきました。 


